
101 

国際貿 易の 一般均衡

一一完全競争のもとで一一

森 井 昭 顧

[ 1 Jはしがき

国際貿易に関する理論は複雑であり、分析に際しては，豊富な知識を必

要とする D リカードの比較生産費説に始まり，種々なる理論分析がなされ

ている O 本稿においては，最とも単純な分析に終始するかもしれないが，

貿易の一般均衡論に関する私自身の糸口になることを信じ，本学論集第八

号の消費者行動と対比させる意図をもっている O

まず，企業行動の簡単なモデルを分析し，次に，結合生産のケースを取

り上げる O 次に，このような簡単化されたモデルを，一般化されたmn変

数のケースに肱大する O 最後に，消費者行動と企業者行動とを組合わせ，

為替相場が変動しないものと仮定して，国際貿易の均衡について分析をす

すめるつもりである D けれども，浅学の私であり，ほんのわずかな糸口で

分析を終える結果になるかもしれない。しかし，諸先生方の御指導によ

り，前進できることを希望している O なお，本文上の誤謬については，す

べて私自身の浅学の責任である O

[ 11 J 単 純化モデル

企業家は一種類以上の投入物 (input)を使用し，産出物 (output) を

生産する O いま，二種類の投入物 (Xl'X2)を使用し，単一の産出物(q)

を生産するとしよう O その場合の生産関数 (productionfunction)は，次

のような式で示される O

q=!(Xl， X2) (II-l) 
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ここで，fは投入の組合わせを示す生産の技術係数である O 企業家はある

行動仮設によって，生産を行なう。すなわち，その行動仮設とは，産出物

極大 (outputmaximization)，費用極小 (costminimization)，および利

潤極大 (profitmaximization)であり‘これらの仮設にもとづいて，企業

家は行動をとるのである O

この産出物 q を生産するに要する費用C は、 iÝ~ の方程式になる O

c=戸lXl+ρZX2 + b ( II ---2 ) 

ここで， ρ 工作投入物の価格， つまり生産要素価格で、あり ，bは回定

費(五xedcost)である O

さて，この二つの方程式によって，各々の行動仮設による条件を求めよ

うO

まず第一に，企業家が費用一定のもとで庄二出物を極大にしようとするケ

ースを取り 1:げよう O ミの場合，次のようなラグランシアン(Lagrangian 

equation)をつくることによって，解くことができる O

v = f(X1' X2) +μ(c-ρlX1ーρ2X2-b) (1I-3) 

ただし.cは一定量の費用であり， μはラグランジの未定乗数(Lagra-

nge multiplier)である o (1I-3)式によって，未知数はんら，および

μであるから，一階条件を求めれぽ，それぞれ次のようになる O ただし，

f.三 8f/8x.を示すものとする Q

。v
万-!:-=f1 -sPl = 0 
V""1 

。v
-~~==f2一的=0
υ""2 

。v 一
両=じーρ山 一ρ2X2-b=U

(1I--4) 

最初の二つの方程式を変形させて解けば，次のような一階の条件が得ら

れる。

μ_ f1 _ Pl 
-一←一一一一一

f2 ρ2 (II--5 ) 
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すなわち，各投入物に対する限界生産力の比は，その投入物価格の比に

等しいということを表わしている o(II -" 5 )式は，技術的代替率1)(rate 

of technical substitution)と呼ばれている o(ll --"1 ')式における最後の

式は，費用一定としづ制約条件そのものである C

二階条件;工， (1 --1，)式をそれぞれ全微分することによって得られ，

縁付きヘッセ行ーダ!J式がIEで、なければならない O

。2V
ax-;'z = J~1dx1 十五2dx2-ρ1dμ-μdP1=Ü
X1 

a2V 
;;-':;-'2-= 121 d X 1十122dx2-ρ2dμ-P.dP2=υ
V....2 

。2V
IH2 ーρ1dx1-ρ2dx2-X1dT1-X2dん=0(J，，，2 

クラメールの公式を使用すれば，次のようになる o

.111 f戸ーρ1

i 121 122 -P2 '>0 

1-ρρo  

あるいは， -122P12十2/12ρ162-111 P22>O 
すなわち，等量曲線が，原点に凸であることを志味している O

CII--6) 

CII-7) 

これらのことをグラフに示せば Fig.1 のように描くことができる O

んは投入量を表わしており，曲線qは投入平面における等量曲線であ

り，その接績は，制約条件である費用一定を示す制約曲線である O このよ

うな条件を代数式で示したものが， CII--4)式と Cll-6)式であるι

しかも，その接線勾配が右下がりであるというニと， CII--5)式からわか

るように，収穫逓械の法則が作用しているということも知るであろう幻 O

1 )技術的代替率は次のように得られる C ブj程式(1I-1)を全微分すれば

hdx1 + fzdx2= 0 それ故にÁ= 一豆竺~
fz dX1 

すなわち、投人、1'-面において，雪量曲線 (isoquant) の接線勾!~己が右ドりであるこ

とを立味している。このことは無差別曲線の接線勾配と同ーであることを知るであろ
う。

:2 )このことは，効用関数の性質と同 aである，拙稿，本学研究論集第八号ーを参照さ
れたい。
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X2 

q 

。 X1 

Fig. 1 

次に，企業家が産出物一定のもとで，費用を極小にするような行動をと

るものとすれば，ラグランジアン方程式は，次のように示される O

z=ρlXl十ρ2X2+b+).[q-fCXh X2)] C ll-8) 

ここで qは一定の生産量であり Aはラグランジの未定乗数である O

Cll-8 )式の一階条件は，次のような式になる C
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C ll-9) 

最初の二つの式を変形すれば，次の式が得られる O

A =-T-ーん
P2 f2 

C II -10) 

この式は， Cll-5)式と同じである O つまり，産出量一定のもとでの

費用極小の一階条件は，費用一定のもとでの産出物極大のそれと同じであ
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二階の条件は， CII-9)式の二次徴分を求められばよいのであるか

ら，それは，次のように示される O

-)./11 

-).ん1

i. -/1 

-)./12 

-).122 

ーん

-11 I dX1 

ーん dX2=0

o 1 dJ. 

C II -11) 

費用極小の二階条件は，縁付きへッセ行列式が，負であることを意味し

ているから，次の式で表わされる O

-)./11 -)./12 

-)./21 -).122 

-/1 ーん

ハ
υく

ん
ん

0

一一 C II -12) 

-1;=ーρ;/).(i = 1， 2)を代入すれば，

-)./11 -)./12 ρA 11 i 

-).んl -).122 -?!くO

ρA 1 ρA 2 

C II -13) 

CII-13)式の第一列と第二列にー1/)，を掛けると

i 111 

).2 i 121 

1 ーラ

112 

ん2

h
I
 

ハ
U<

 

h
A
一A
h
l

一
一 ( II -14) 

Oi 

第三行に Aを，第三列に _).2を掛けて整理すれば，

111 112 

-士山ん2

-ρρ2  

-ρ1 i 

-P~ 1く0
C II -15) 
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ラグランジの未定乗数 Afi正であるから

111 112 -T1 ' 
121 122 -T2 >0 ( II ~16) 

-ρ -T2 0 

すなわち，産出物一定のもとでの費用脱小と L、う企業行動の場合と費用

一定のもとでの産生物棟大における条件とは，全く同ーであることが知ら

れる Q

このことは，グラフで示せば， Fiε. 2のようになることを示している。

X2 

E 

(13 

q2 

ql 

。 Xl 

Fig. 2 

つまり，費用を一定にして， iJIf rtl物を阪大にしようとする場合，すなわ

ち c1 を一定とする場合，点出物rlll線は曲線 c1 に接する曲線 q1 とな

るO 従って，c1 を c2 に増加すれば，q1 は q2 に増加する O また，逆に，

q1 を一定にして，費用を極小にするケースにおいて，費用は q1 に接す

る曲線 c1 になる O つまり q1 を増加しようとすれば c1 も増加せねば

ならないことを意味している O これら対応した接点を結めば，曲線Eで示

されるように，企業の拡張経路 (expansionpath of firm) が描かれるの
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である。

最後に，企業が利潤の極大を目的にしているケースを考へる O いま，利

潤 (profit)をπで示せば，利11主!は総収入から総費用を減じたものに等し

し、から，次のような式で示される O

π=hq-c=hf(Xh X2)ーρlXlーρ2X2-b (II -17) 

ここで，hは生産物価格である Q 一階の条件は X1 と X2の偏微分が

ゼロに等しいとおくことによって碍られるのであるから，
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( 11--18) 

従って，一階条件は次のようになる O

hf1=ρ1> hf2=ρ2 (II -19) 

すなわち，生産要素の価値限界生産力ゅん〉は，その要素価格 (ρρ

に等しいことを意味している O 二階条件は， (II -18)式を微分すればよ

いのであるから，次のような式になる O

z忍n;幻νM川一11仇1
V-"1 

ZZ=hf2向+hf2zdx2 +んdh=dP2
V-"2 

(II -20) 

二階の条件は，次のように表わされる Q

み;;1く0，hf22くO

また，

(II -21) 

hii: い-

i:: 1>0 (II -22) 

ただし， h>uである O
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すなわち， (II --21)式は， れか X2 いづれか一方のみの使用量を増

加する場合に，利潤は減少することを示している O また， (II -22) 式

は，Xl と X2双方の使用量を増加する場合に，利潤は減少することを意

味している O

このことは，次のようなことを表している口 Fig.3におし、て，直線 hq

hq 
hq 

C 

B 

O D q 

Fig. 3 

は企業の総収入を示し，曲線BCは総費用曲線が描かれている o OBは固

定費用であり，点Gは産出物ODに対応した総費用と総収入が等しい点で

ある O 利潤極大の一階条件は，生産要素価格が，その価値限界生産力に等

しいのであるから，総収入直線の勾配と総費用曲線の勾配が等しい場合

に，利j聞は最大となることを志味している D それ故に，点Eにおいて，利

潤は最大となる O つまり，産出物OAにおいて，費用はAEであり，利潤

はEFである O 従って，投入量を増減させることによって，産出量は増減

する。しかしながら，利潤は産出量OAを境界として減少するが，投入量

の増減によって，利潤を増大することができることを示唆している D 言い

換えれば， Fig. 4によっても表わされる O 利潤極大は HFE]の面積で示
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h 

MC 

J 

H 

o D A lL 

Fig.4 

される O すなわち，平均費用 (AC)と限界費用 (MC)との交点は，利

潤がゼロであることを意味している O つまり Fig.3における点Gに対

応している O 従って，生産物価格が平均費用よりも大であることが，利潤

極大の必要条件で、あるお O

cmJ 結合生産物のケース

企業家が，二種類の産出物生産 (qbq2)に対して，一種類の投入物(x)

を使う場合を考へる O この場合の生産関数を陰関数 (implicitfunction) 

3) ( n -17)π=hq-c 

。π oc oc 
q式からで徴分すればー=h一一一=0 ... h=一一一。q oq .. ，- oq 

すなわち，産出物価格が限界費用に等しい場合に，利潤極大をもたらすということ

である。

日 q-c=q( h --~) C
一一
OA一一

'
A
 

てつ従

つまり 産出物価格が平均費用に均等であるならば，利潤はゼロで、あり， h>;の

場合に利潤はプラスになる。
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で示せば，次のようになる。

g(qh q2. x) = 0 (I!I-l  ) 

結合生産物 (jointproducts) とは，二種類あるいはそれ以上の産出物

量が，技術的に相互依存である場合4) すなわち，ある生産過程で二種類

以上.の産出物が生産される場合で、ある O

投入xによる生産費は，二種類の産出物 (ql.q2) の関数であるから，

次のような式になる。

X=g(Qh Q2) (I!I十2〉

いま，投入量が一定である場合，つまり X であるとすれば，

X=g(Ql' Q2) (皿-3)

(国一3)式は， Fig. 5 のように描くことができる O 曲線ABは，生

q2 

B 

A 

Fig.5 

ql 

産物変換曲線 (producttransformation curve) と称されている O すなわ

4 )例えば，羊飼いは羊毛と羊肉を単・の生産過程から種々な割合で生庄ずることが

できる。このような例は，結合生産の特色を現わしている古典的な例とされてい

る。 Henderson& Quandt; (2 Jを参照。
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ち，ある一定の投入量によって生ずる産出物の組合わせの軌跡のことであ

るO

CIll-2 )式を微分すれば，

dX=gldql +g2dq2 CIII← -4) 

従って， -ZL-=-df2
g2 dql 

(国一 5)

それ故に，生産物の変換曲線の緯線勾配は，右下がりであり， C III---5 ) 

式を生産物変換率 Crateof product transformation)としづ o (町一5) 

式を微分することによって、生産物変換率の符号を知ることができる O

_d2(lz_gzdQl-gldqZ_ 1 
dq12 gz2 gi 

(gzgndql + gzglzdqz-glg21dql -glgZZdq2) 

dqz= -~ldql を代入し ， dqlで、両辺を害1]れi工¥次の式が得られる D

，<;z 

dZqz_ 1 
一一;:，.~Cgllgl-2g1Zg1gZ + gZZg12) 
dqlZ g2 

CIll-6  ) 

すなわち，正常な場合， gh g2>Uであるから，生産物変換曲線の勾配

は負であるが，生産物変換率は正である D

gngz2 -2g12g1gZ + g2zg12>U 

企業家がある一定の価格で産出物を販売する場合に，収入(R)は次のよ

うな式になる O

R=ρlql + D2qz CIll-.7 ) 

ここで， ρ1とんは，それぞれ仇と q2の価格であるO

いま，企業家が一定の投入量でもって，収入を極大にしようと行動する

ものとすれば， C皿-7)式と(Ill--3 )式から，次のようなラグランジ
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アン方程式によって解を求めることができる O

H=ρlql +ρ2q2+η(X-gCqh q2)] 

ηはラグランジの未定乗数であり，一階条件を求めれば，次のようにな

Cill--8 ) 

るo

8H 
一一--ρ1一方gl=U
8ql 

。H
一一一=台2ーηg2=U
8q2 

8H -8; =X-g(qlo q2)=U 

C ill--9)式の最初の二つの式から

η_ Jう1 _ 1う2
一一一一gl g2 

それ故に，

a一
h一一

A
一'h

Cill-9 ) 

Cill-lu) 

(皿-11)

( ill-ll)式は，生産物変換率がそれら二種類の生産物価格比に等しい

ことを意味している O

二階条件を求めるのは， Cill-9)式を微分すればよい。

。2H
一一豆 ηgUdql一ηg12dq2-gldη=-dPl 
8ql 

82H 
~，";..; = -1/g21dql一ηg22dq2-g2dη=-dρ2
dq2 

。2H
←一一=-gldql-g~q2=Û 0η2 

二階条件は，縁付きへッセ行列式が正でなければならない。

-ηgl1 

一η'g21

-gl 

-1/g12 

-ηg22 

-g2 

A
U
 

〉
a
h
o
 

--

Cill-12) 

Cill-13) 
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CID-13)式を展開すれば，

マgng22-2ηg12g1g2+ηg22g12=ηCgngi-2g12g1g2十g22g12)>0

(国 14)

ηは正であるから

Cgng22 -2g12g1g2 + g22g12) >0 C ID-15) 

すなわち，企業家はある一定の投入量で収入を最大にしようとする場

合，生産物変換曲線が下方に凹であるときは，収入線と生産物変換曲線と

の接点は，制限付き収入極大化の解である O また，このことは投入量極小

化の解でもある G

次に，企業家が利潤極大化を目的として行動するものとすれば，次のよ

うな式で表わされる O

π=ρlql +P2Q2-rgCqb q2) 

ここで rは投入物価格である o CID-16)式を微分すれば，

。π ム-rg1=0
8ql 

。竺 ρ2一一rg2=0
8q2 

従って，一階条件は次の式になる o

r=ρ1 _ P2 
gl g2 

(皿-16)

C ID-17) 

C ID--18) 

このことは，投入価格が xの限界生産力の価値に等しいことを志味して

いる O

二階条件は， C ID-17)式を微分することによって得られる O

5司2押

一一言=-rgl1dql -rg12dq2=ーゆ18ql 

P宅=-rg2向 l-rg22dq2=-dP2 
8q2 

CID-19) 
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従って，利潤両大の二階条件は，

rgl1<O， -rgll 

i -rg21 

-rf!-唱今

一i>O
-rg22 ¥ 

二書Hの行列よを展開すれば

r2Cgug22ー (g12)勺>0

r>O~、あるから，二階条件は次のように書き表わされる G

gn>O， gng22一(g12)2>O

( ill--20) 

(皿-21)

(国一22)

それ故に， g22>Uであり Xによる限界費用は増加しなければならな

いことを示している D

[vlJ mn変数による一般化

企業理論の一般化は，単純化モデルによって，容易に導くことができ

るO いま，企業家がmケの産出物を生産するのに nケの投入を使用する

ものとすれば，生産関数は次のような陰関数の形で示すことができる D

F(qh 12，…， qm; Xh X2，…， X，，)=U (lV-l) 

企業家は利潤極大化の行動をすると仮定すれば，利潤(π〉は総収入と要

素費用との差であるから，次の式で表わされる D

π=三コ丸山 -}JtjXj (lV--2) 

ラグランジアン方程式を利用し，一階条件を求めれば次のようになる G

T=戸Ihiqs-zρjxl+sF(ql"" q閉 Xl"" X n) ( lV -..3 ) 

ここで，sはラグランジの未定乗数である O 変数はめ，Xi' sであるか

ら， (皿--3)式を偏微分すれば、次の式で示される O
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(i=l， 2，…， 1Il) 
θJ 

一一一=hj+sF..=u 
θqj 

(lV ---1 ) (j=1， 2，…， n) 

。J
;~=F(qb … ， rf"，; Xr.…， Xn)=U 
8s 

。J
百万 ρj十sFj=u

最初の二式から，それぞれ次の式が得られる 5JD

(lV ---5 ) 

(i， k= 1， 2，…， m) 
hj _ Fj _ 8qk 
hkF¥一一 -firi.. 

ρ _ Fj _ 8xs 

予 F， -8x} (j， s= 1， 2， n) 

(lV ---4 )式の最初の二式から次の式が求められる。

li=l. 2 ・・・ m ¥ 
¥ j=l， 2，…， 11 J 

Q
a
一

x

n
O
一

θ一一
E

・・.，
J

F

F

 

一一L
h
 

一一
月
川
ド

それ故に，

(lV--6) 

その価格比に等しいことを意味している Oつまり，限界生産物の比は，

また， (町一 6)式から，わ =hj8q;/8Xjが得られる O このことは，限界

生産物の価値が，投入価格に等しいことを示している。これが，利潤極大

に関する一階条件である D

(lV --4 )式をさらに微分することによって求めら次に，二階条件は‘

のり
一一n

p
 

d
 

F
l
 

θ
2・戸

十x
 

，d
 

pA 
0
2日

開

2
日

Q
u
r
 +

 
q
 

，
d
 

vi 
θ
2日

隅申告
a
u
・+
 

1n 
d
 

m
2山一一

v
a
J
一
-s

初

V

一H
Y

!
一't

免
υ

れる。

(iチk，jヂーの

ハリ
一一

a
u
r
 

d
 

F
 

o
Z叶+

 
x
 

d
 

ドル0
2吋

吋
呂
叶

n
p
J
 

+
 

q
 

J
U
 

F
 

O

Z

M

 

鴨

2
山

aμ +
 

h
y
 

J
u
 

叫

2
山一一円

φ

τ
1
u
一・
J

mv
一お

5) CVI-5)式は，次のようにすれば、容易にぷめられるであろう

F1 _ Fz一一 F"，

h1 112 11m 

h， F， 
それ故Iこ. よニー~== . . . == -~~ _!' 

112 Fz F k 
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θ2J 前"
~= ~_Fjdqi+ ~Fjdxj=O 

θ84E1jzl  

Ciヂ k，j=rs) CIll-7) 

ここで， ()は m+n である O 縁付きへッセ行列式を示せば，次のよう

になる O

sFn sF12 F1 sFn sF12 sF13 。F21 sF22 Fz >0， sF21 sF22 sF23 ::く0，
F1 Fz O sF31 sF32 sF33 

• 
F1 F2 F3 O 

18F110F12… sF18 F1 。F21 sFZ2 ・・・ sFzo F2 

.， C-l)m >0 ClV十8) 

sF01 sF02 ・・・ sFo 0 Fθ 

. F1 F2 Fo O 

C lV ---8 )式の行に 1/戸を掛け，その列に 8を乗ずれば，

Fll F1Z F1 。F21 F22 F2 >0，…， C -l)osD-l 

F1 F2 O 

Fn F12 ・・・ F10 F1 

F21 FZ2 … F20 F2 

>0 ClV-9) 
F 81 F 02 … F e e F 0 

I F1 F2 ・・・ Fe O 

長く Oであるから，二階条件は次の式であることを知るだろう O

I Fll F12 F1 F11 F12 ・・・ F10 F1 : 

i F21 F22 F2 
I

く0，…，
! 

F21 F22 … F2θ F2 
F1 F2 O くO ClV-10) 

F 81 F 02 ・・・ Fe e Fe 

F1 F2 ・・・ Fθ O 

ClV-7)式を展開すれば，次のような式が得られる D
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sFndql +sF12dq2+ 

sF21dql +sF22dq2+ 

sF問 ldql十戸F"2dq2十

. +sF10dxn 1

2

 

h

h

 

，a
，d
 

一
一

一一一一

auraμ 

d

d

 

噌

i

内

4

F

F

 

+

+

 

. +sF2odxn 

.十。Fmodxn
m
 

・・，
h
H，a

 
一一np 

•• 

，a
 

m
 

F
 

+
 sF"， mムldql+sFm，間 +2dq2+… +sEm十1> m十odxn+Fm+ld戸=dρ1

sFo" m+ldql十戸F0' m+2dq2十…+戸Fm+o，間半odxn +F ods=d.ρn 

F1dql +F2dq2 +・・・十Fodxn =0 

CN-ll) 

CN-ll)式は，方程式は()+ 1ケであり，未知数は dqj(i=1， 2，…， 

m)， dXj(j=l， 2，…， n) と dsのO十 1ヶであるから，一意的に解くこ

とカLで、きる O

C N -11)式における各係数の行列式をDとすれば

。Fn sF12... sF10 F1 ' 

sF21 sF22… sF2θ F2 

D三

sFQ1 sF02 ・・・ sFoo Fo 

Fl F2 ・・・ Fθ O 

CN~-12) 

i行 j列の余困子(じ0・factor)を Djj とすれば，産出物と投入物に対

する価格変化を求めることができる O

九=占〔ーDljdh1-D2jdh2一 +DOidρρ 日 ，2，"'， m) 

CN-13) 

dXj=占一Db"什 jdh1ー D2'm十《

(j = 1， 2，…， n) 

CN--13)式の両辺を価格変化 dhおよび dpで割れば，

。qj Dkj 

ahk
十ーゴ (i， h=l， 2，…， m) 

日
D一一手紙

(N-14) 

(j， s= 1， 2，一" n) 
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ClV-14)式の最初の式は，産出物価格による産出物量の変化率であ

り，最初の式は，投入価格に関する投入量の変化率を示している O すなわ

ち， (町一14)式は価格効果を意味しているけれども，いわゆる所得効果

に対応するものは存在しなし、。企業家は生産価格が増加すれば，生産物を

増加させようとする行動を行なうのであるから，企業家の生産物供給曲線

は，正の勾配をもつのである O また，企業家は，生産要価素価格が用加す

る場台には，生産要素を増加させるのではなく，それを減少させ，不IJ潤を

得ょうとする行動を行なうだろう口それ故に，企業家の生産要素の;討要tHl

線は，負の勾配をもつのである O このことは，次のことを表わしている O

。qj ¥Q

8hj ~ 

。ァ-~-くO
8pj 

(i=1，2，…， JJl) 

(j=1， 2，…， n) 

さらに， (lV~-l1)式から次のような式を得ることができる c

。qj _Dj， m十i

の D

8Xj _ Dj， 
8h

j
-- D 

(;12，ヴ

C lV -15) 

(N~16) 

ClV-16)式において 041L>0であるということは，生産要素価格が， 8
j 

上昇した場合に，生産物が増加することを示している O 通常，企業家は，

より多くの利潤を得るために，要素価格がと昇する場合には，より多くの

産出物を生産し，利益を得ょうとするだろう C 正常なケースにおいて，

Z;<Oであることはないo また， ;;;>0であるならば，正常な場合に

おいて，企業家は生産要素を増加させて，より多くの利益を得ょうとする

だろう O しかし，このような企業家の行動は，利潤が極大に到達するとこ

ろまでであり，それを越えるならば，費用が増大し，利潤は減少する C そ

の結果，生産要素を減少せざるを得なくなるのである。
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( V J Hicks &. Mosakの理論

前節において mn変数からなる ・般的体系について述べた。本節の

Hicksと Mosakの理論も，本質的に変っているのではな¥"'0結果として

はじことではあるが， Hicksと ivlosakの理論6jにそって思考の阪をすす

める O

生産物を xとし，生産ニ要ぷ-i工-xとすれば，次のような生産変換関数で

表わされる O

j(X1> λ・2，…，Xn)=U (y--l) 

(v---1 )式には，負の生産物が含まれている D 生広物の集合ほん=

(X1' X2， Xm) であり，生産要素の集合は Xj=-(Xm十1> Xm十2，…，Xn) 

である O 従って ，Xn=Xj十 Xj と定義されているo

生産物価格を戸とすれば

V = "iJT-， x ， (y ---2) 

企業家は，利潤極大の行動をとるのであるから， (v一一 1)式を条件と

して， (V --2 )式を極大にすればよいのである O 利潤極大の条件は，一

階の均衡条件がゼロに等しく，二階条件が負であることであるわ O

ラグランジアン方程式は，次のような式になる O ただし， μはラグラン

ジの未定乗数である O

V=三コρ、Xs一μ[f(x1，X2， …， ん )J

一階の条件を得れば，

n) Hicks， J. R; [1: と Mosak，J. L; 川を参照

7 )利潤極大条件:土，次のように示されるつ

一階条件l工d(vーμ1)=0

一二階条件は d2(v-pf)くO

CY-3 ) 
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。v
g土工=Tsー μIs=O

Cs= 1， 2，…， n) CV-4 ) 。v
B瓦=-/Cxs)=O

それ故に， CY-4)式の最初の式から，次の式が得られる O

μIsサ s あるいは μ=交 Cy-→ 5 ) 

二階条件を得るためには， CY-4)式の最初の式を微分すればよいの

であるから，次のような式が得られる O

。2V
一一2 ム-/1dp.-μ111一μ112-…一μ11n=O
U λ1  

。2V
元~ 2ρ2-/2dμ-1-&/21-μ122-…一μ12n=0
V""2 

。2V
8Xn2

ρn-Indμ-μifn1ー μifn2一...-1'.んn=O

従って，次のような行列式が得られる O

'0 11 12 o f1 12 13 o 11 12… In 

11 111 112 11 111 112/13 11 111 112…11n 
: 12 121 122.， 12 121 122 123 ， 12 121/22…12n 

13 131 132 133 
In /n1 In2 ..-fnn 

CY-6 ) 

CY-7) 

いま，すべての係数による行列式をFとし Fllを /11の余因子 Cco・

factor)とすれば，

Fl1 Fl1F22 FllF22・・・ Fn-l' n-l 

F' F F 
CY-8) 

それ故に，二階の条件は， CY-8)がすべて正でなければならないこ

とを意味している。

さて，任意の価格 ρrが変化し，他の価格は変化しないものとすれば，

CY-l )式と CY-5)式から，次の式が得られる O
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.. dX1 ， 
九面--r- 12~~~ぇ+・・・ + 1n~4-n_=0 。ρ .Indρ7

。μ dX1， ..+ dX2 11 一+，;111~~1 十円112 十…十 μ:f1n~~n_=o 。ρr1.~ .1 11 aρr ド 12dPr

dp. ，..+ dX1 ， ..+ dX2 I ，.... d fylι+μifrl-~-~l 十 μf 十… +μ1rn~:n =1 0ρ-; T f-6J r 1eJPr T f-6J r2eit--; T'" T fh.J r n~ム

。μ dx θX2
1n-dfi.刊 1Hpf叫 2砿十十 μfqi=O

CV-9) 

CV-9 )式を解けぽ，次の式になる O

。xs_1 Fsr 

oρYμF 

消費者需要理論の代替項と同じ規則に従って 8)次のようにおく O

Cr， s= 1， 2，…， n) C Y -10) 

Xc.= --~~，. -一一 -
s r μF  CV -11) 

それ故に， CY-10)式は次のように書き換えられる O

X
 

X
瓦

μ

O
R
O
ι
 

( V -12) 

企業家は，生産物価格が上昇すれば，生産物を増加させる行動をとるの

であるから，生産物の供給曲線は正の勾配をもつことになる D 従って，

C Y-12)式は次のようになる O

ハ
υ>
 

x
 

一一
色
紙

C V -13) 

また，生産要素すなわち Xj に対しては，次のような結果が得られる O

.."r. 試 =Xjrく0 ( V -14) 

つまり，任意の生産要素に対する需要曲線は，その価格に関して負の勾

配をもっということである O すなわち，企業家は，生産要素価格が上昇す

8 )拙稿:本学研究論集第八号を参照されたい。
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れぽ，生産要素量を減少させるような行動をとるということを怠味してい

るD

[ VIJ 貿易の均衡

封鎖経済における均衡は五要と供給が等しいという条件である O 換言

すれば，生産可能曲線と無差別曲線が接する点であるということができ

るoFig. 6において， t吋 (Xh X2) 平面の曲線 pp'は生産可能曲線であ

X2 、、

、、Q

、

¥

¥
 

」

、

U 

O P X1 

Fig. 6 

り，曲線Uは効用無差別曲線である O それら曲線の接線 Tは，価格線であ

るc 点Qは， I可曲線の均衡点である D すなわち，点Qにおいては，財の市:

要量と生産量とが相等しい点であり，生産物市場の均衡条件をみたしてい

るのである O 例えば，無差別曲線が u'のように，生産可能曲線の領域内

にある場合には，生産物超過の状態であり u"のようなケースは，超過

需要の状態を示していることは，作図から判明されるであろう O

さて，開放経済のケースを考へてみよう。いま，輸送費が無視されるほ

ど小さく，貿易障壁もないものとする o Fig. 7において，横軸に第一財
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X2 

p〆

U 

X1 

τア

Fig. 7 

の輸出量をはかり，融市Ihに第三財の輸入量をはかれ~f，価格線 Tは交易条

件を示している O いま，何らかの事情で，交易条件が..'のように変化し

たとすれば，この国は， EQ'だけ X2財を輸出し，EQ"だけ X1財を

輸入することを示している oFig. 7の価格線が.."に変動したとすれば，

RBだけ X1 財を輸出し，RAだけ X2 財が輸入される O つまり ，RB 

だけの超過供給であり， RAだけの超過需要である O

それ故に，交易条件に対応して， ある国の輸出量と輸入量が決定され

るO すなわち，輸出入量は，交易条件の関数であるといえる O 従って，価

格線が Tのとき、生産と消費が均衡している点Qでは，輸出も輸入も生じ

ない状態である O

このように，交易条件に対応して得られる点 S，S' (Fig 8)の軌跡を，

オファー・カーブ (0妊ercurve) とし、うの O このようなオファー・カーブ

9) Prof， J. E， Meade i土，これを貿易無差別曲線 (tradeIndifference curve)と呼

んでいる。
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τ 

τF 

X1 

Fig.8 

は，相手国においても同様に描くことができる O

Fig. 9は Fig.7と同じように，横軸に輸出量，縦軸に輸入量がはから

れている O それぞれの軸において，負の符号をもっ場合には，逆に，輸入

量および輸出量を志味する O つまり，例えば，日本の輸出量が，米国の輸

入量であると定義されているごとくである O

Fig. 9において， AB両国のオファー・カーブが交わる点Qは， 両国

の輸出量と輸入量が均衡しているミとを示している O その場合の交易条件

は直線 Tであるc

いま，交易条件が'[;'のようにシフトしたとする。その場合， CDだけ

の超過供給が生じ， EFだけの超過需要が生じている状態である O このよ

うな状態において，財 X1の価格は下落し，財 X2 の価格は上昇する C
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X2 

B 

F 

O C D X1 

Fig. 9 

従って価格変化を通じて，均衡が回復される O また，交易条件がいに変

化したとする場合も，同様にして，需給の均衡は，価格の作用によって，

点Qに復帰する O 従って，国際貿易は，均衡すると考へられるのである O

〔咽〕あとがき

完全競争の仮定のもとで，企業者行動の理論を主に，貿易均衡への過程

を眺望してきたっ企業家は，費用極小にして，利潤を最大にしようとする

であろう O

費用極小の条件は，生産要素に対する限界生産性の比が，その要素価格

の比に等しく，等量曲線 (isoquant)は，原点に凸であることが必要であ

るO また，利i閏極大の条件は，生産要素の価値限界生産性が，その要素価

格に等しいことを示している。結合生産のケースにおいては，生産物変換

率が，生産物価格の比に等しく，生産物変換曲線が下方に凹で、あることが
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条件である O これらは，二財モデルとし、う単純化仮定のもとでの分析であ

り，一般的な多変数財による分析が必要で、ある O 従って，一般的モデルに

拡大し、 Hicksと Mosakモデルをもあわせて分析した O

以土の分析は，封鎖経済体系における理論分析であり，開放体系へそれ

らを適応しなければならなし、。その適用の系口として，生産可能曲線と効

用差別曲線を使用して，貿易が均衡していく状態を述べた。 しかし， こ

れらは，すべてその糸口にしかほかならなし、。充分な考察と分析が必要で

あるけれども，単純明解なものではなく，簡単に結果を導くことができな

い。最後に，本学の第八号で分析した消費者需要の理論と本稿とをつきあ

わせて，参考にしていただければ幸いと存じている次第である O

September 30. 1975. 
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